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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 32,697 △2.2 1,300 2.7 1,401 3.2 960 8.0

2025年３月期 33,418 11.7 1,266 20.0 1,356 16.4 888 21.1

（注）包括利益 2026年３月期 1,222百万円 （28.7％） 2025年３月期 949百万円 （32.4％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 125.17 － 6.2 6.2 4.0

2025年３月期 116.15 － 6.1 6.2 3.8

（参考）持分法投資損益 2026年３月期 －百万円 2025年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 23,168 15,952 68.9 2,078.67

2025年３月期 22,130 14,909 67.4 1,947.66

（参考）自己資本 2026年３月期 15,952百万円 2025年３月期 14,909百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 2,725 △2,272 △338 3,222

2025年３月期 2,021 △1,666 △858 3,107

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 13.00 － 14.00 27.00 206 23.2 1.4

2026年３月期 － 14.00 － 15.00 29.00 222 23.2 1.4

2027年３月期

　（予想）
－ 14.00 － 15.00 29.00 24.7

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,500 2.5 1,400 7.7 1,480 5.6 900 △6.3 117.34

１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期 8,046,500株 2025年３月期 8,046,500株
②  期末自己株式数 2026年３月期 371,888株 2025年３月期 391,221株
③  期中平均株式数 2026年３月期 7,669,783株 2025年３月期 7,651,612株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 26,244 △1.9 986 4.2 1,386 34.2 1,027 48.2

2025年３月期 26,753 14.9 946 12.5 1,033 11.1 692 10.8

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 133.91 －

2025年３月期 90.57 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 21,238 15,926 75.0 2,075.23

2025年３月期 19,922 14,819 74.4 1,935.92

（参考）自己資本 2026年３月期 15,926百万円 2025年３月期 14,819百万円

※  注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要

１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
  上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要
因によって予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は、添付資料の３ページ「１．経営成績等の
概況（４）今後の見通し」をご覧ください。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… ２

（１）当期の経営成績の概況 …………………………………………………………………………………………… ２

（２）当期の財政状態の概況 …………………………………………………………………………………………… ２

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ……………………………………………………………………………… ３

（４）今後の見通し ……………………………………………………………………………………………………… ３

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 …………………………………………………………… ３

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 …………………………………………………………………………… ３

３．連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………………… ４

（１）連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………………… ４

（２）連結損益及び包括利益計算書 …………………………………………………………………………………… ６

（３）連結株主資本等変動計算書 ……………………………………………………………………………………… ７

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ………………………………………………………………………………… ８

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………………… ９

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… ９

（連結貸借対照表に関する注記） ………………………………………………………………………………… ９

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… 10

（１株当たり情報の注記） ………………………………………………………………………………………… 12

（重要な後発事象の注記） ………………………………………………………………………………………… 12

４．その他 …………………………………………………………………………………………………………………… 12

（１）役員の異動 ………………………………………………………………………………………………………… 12

○添付資料の目次

- 1 -

大丸エナウィン㈱（9818） 2026年３月期　連結決算短信



１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、国内では賃上げによる所得環境の改善、政府の物価高対策や補助金によ

る下支えなどを背景に、設備投資や個人消費が堅調に推移し緩やかな回復が続いております。先行きについては、

中東情勢の長期化による原油価格の上昇や円安の進行、米国の関税政策の不透明感など、外需・物価・為替を巡る

下振れリスクがあり、慎重な見通しが続いております。

　このような環境のもとで、当社グループの売上高は、医療・産業ガス事業において、在宅医療機器のレンタルや

販売が増加したものの、リビング事業において、ＬＰガスの仕入価格に連動する販売単価が下落したこと等によ

り、32,697百万円と前連結会計年度と比べ720百万円（2.2％）の減収となりました。

　損益面では、売上総利益は、10,518百万円と前連結会計年度と比べ287百万円（2.8％）の増益となりました。販

管費は、9,218百万円と前連結会計年度と比べ253百万円（2.8％）の増加となり、営業利益は、1,300百万円と前連

結会計年度と比べ33百万円（2.7％）の増益となりました。

　営業外収益及び営業外費用を加減算した経常利益は、1,401百万円と前連結会計年度と比べ44百万円（3.2％）の

増益となりました。法人税等控除後の親会社株主に帰属する当期純利益は、特別利益（固定資産売却益）が増加し

たこと等により、960百万円と前連結会計年度と比べ71百万円（8.0％）の増益となりました。

　セグメントごとの経営成績の概況は、次のとおりであります。

①　リビング事業

　当セグメントにおきましては、ＬＰガスの仕入価格に連動する販売単価が下落したこと等により、22,479百万円

と前連結会計年度と比べ1,564百万円（6.5％）の減収となりました。売上高の減少に伴い売上総利益も減少したも

のの、販管費が減少したため、セグメント利益（営業利益）は、775百万円と前連結会計年度と比べ38百万円

（5.2％）の増益となりました。

②　アクア事業

　当セグメントにおきましては、「知床らうす海洋深層水純水ブレンド」（エフィールウォーター）及びスーパー

バナジウム富士の販売本数が増加したこと等により、売上高は、1,253百万円と前連結会計年度と比べ24百万円

（2.0％）の増収となりました。売上高の増加に伴い売上総利益も増加したものの、販管費が増加したため、セグ

メント利益（営業利益）は、51百万円と前連結会計年度と比べ10百万円（17.3％）の減益となりました。

③　医療・産業ガス事業

　当セグメントにおきましては、在宅医療機器のレンタルや販売が増加したこと等により、売上高は、8,963百万

円と前連結会計年度と比べ819百万円（10.1％）の増収となりました。売上高の増加に伴い売上総利益も増加し、

販管費が増加したものの、セグメント利益（営業利益）は、473百万円と前連結会計年度と比べ６百万円（1.3％）

の増益となりました。

（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度の資産合計は23,168百万円となり、前連結会計年度と比べ1,038百万円の増加となりました。こ

の主な要因は、現金及び預金の増加143百万円、売上債権（受取手形、電子記録債権、売掛金及び契約資産）の減

少236百万円、建物及び構築物の増加738百万円、工具、器具及び備品の増加509百万円、のれんの減少338百万円並

びに投資有価証券の増加382百万円であります。

　当連結会計年度の負債合計は7,215百万円となり、前連結会計年度と比べ４百万円の減少となりました。この主

な要因は、仕入債務（支払手形及び買掛金並びに電子記録債務）の減少252百万円、流動負債のその他の増加145百

万円及び繰延税金負債の増加95百万円であります。

　当連結会計年度の純資産合計は15,952百万円となり、前連結会計年度と比べ1,043百万円の増加となりました。

この主な要因は、利益剰余金の増加745百万円及びその他有価証券評価差額金の増加262百万円であります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度と比べ114百万円

増加し、3,222百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、2,725百万円の収入（前連結会計年度は2,021百

万円の収入）となりました。資金の主な増加は、税金等調整前当期純利益1,474百万円（同1,384百万円）、減価償

却費1,429百万円（同1,200百万円）、のれん償却額363百万円（同415百万円）及び売上債権の減少額236百万円

（同431百万円の増加額）によるものであり、資金の主な減少は、仕入債務の減少額252百万円（同36百万円の減少

額）及び法人税等の支払額493百万円（同530百万円）によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、2,272百万円の支出（前連結会計年度は1,666百

万円の支出）となりました。資金の主な増加は、有形固定資産の売却による収入216百万円（同24百万円）による

ものであり、資金の主な減少は、有形固定資産の取得による支出2,391百万円（同1,353百万円）によるものであり

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、338百万円の支出（前連結会計年度は858百万円

の支出）となりました。資金の主な増加は、短期借入れによる収入840百万円（同1,360百万円）及び長期借入れに

よる収入550百万円（同50百万円）によるものであり、資金の主な減少は、短期借入金の返済による支出870百万円

（同1,360百万円）、長期借入金の返済による支出488百万円（同580百万円）及び配当金の支払額214百万円（同

198百万円）によるものであります。

（４）今後の見通し

　今後の見通しにつきましては、景気の先行きは予断を許さない状況が続くと思われます。当社といたしまして

は、ＬＰガス消費者軒数増加のため、営業権の譲受けや新規ＬＰガス顧客の開拓を積極的に行い、また、アクア事

業におけるミネラルウォーターの宅配事業と医療・産業ガス事業における在宅医療機器レンタル及び医療・産業ガ

ス販売においてもＭ＆Ａ等による事業規模の拡大を図り、リビング事業に続く収益の柱として利益の安定を目指し

ます。

　次期（2027年３月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高33,500百万円、営業利益1,400百万円、経常利

益1,480百万円、親会社株主に帰属する当期純利益900百万円を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社はＬＰガスを主軸に医療用ガス、産業用ガス等のガス関連事業を中心とする公共性の高い業種でありますの

で、安定的な経営基盤の確立を図るとともに、株主へ継続的に安定した配当を行うことが重要と考えております。

当社の剰余金の配当は、中間配当及び期末配当の年２回を基本的な方針としております。当期の配当金につきまし

ては、中間配当で14円、期末配当で15円とし、年間29円とする予定であります。

　なお、内部留保金につきましては、引き続き将来の収益安定に備えてリビング事業、アクア事業、医療・産業ガ

ス事業の需要増に対応した安定供給体制確立並びに保安設備充実のための投資資金に充当してまいります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準に基づき連結財務諸表

を作成しております。

　なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,218,536 3,362,368

受取手形 165,675 81,766

電子記録債権 322,067 380,600

売掛金 4,022,543 3,909,576

契約資産 549,885 451,856

商品及び製品 876,729 793,959

その他 498,479 583,040

貸倒引当金 △29,913 △28,513

流動資産合計 9,624,002 9,534,654

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,922,845 7,785,236

減価償却累計額 △4,230,401 △4,354,231

建物及び構築物（純額） 2,692,444 3,431,005

機械装置及び運搬具 6,096,502 6,161,123

減価償却累計額 △5,555,278 △5,659,243

機械装置及び運搬具（純額） 541,224 501,880

工具、器具及び備品 4,993,003 5,982,378

減価償却累計額 △3,375,347 △3,855,327

工具、器具及び備品（純額） 1,617,655 2,127,051

土地 3,828,186 3,875,384

リース資産 684,096 687,010

減価償却累計額 △315,028 △360,952

リース資産（純額） 369,067 326,058

その他 129,499 47,926

有形固定資産合計 9,178,077 10,309,305

無形固定資産

のれん 1,441,104 1,102,301

顧客関連資産 656,587 595,537

その他 79,570 79,378

無形固定資産合計 2,177,263 1,777,218

投資その他の資産

投資有価証券 774,200 1,156,892

関係会社株式 9,400 9,400

繰延税金資産 87,123 74,436

その他 283,051 308,592

貸倒引当金 △2,524 △1,758

投資その他の資産合計 1,151,250 1,547,563

固定資産合計 12,506,591 13,634,087

資産合計 22,130,593 23,168,741

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,007,858 1,728,286

電子記録債務 1,530,987 1,558,519

短期借入金 30,000 －

１年内返済予定の長期借入金 439,524 502,773

リース債務 138,392 134,503

未払法人税等 350,884 386,608

契約負債 24,495 21,201

役員賞与引当金 3,980 3,260

その他 871,845 1,016,975

流動負債合計 5,397,967 5,352,127

固定負債

長期借入金 684,397 682,882

リース債務 267,582 224,160

繰延税金負債 282,766 378,197

役員退職慰労引当金 200,704 203,339

退職給付に係る負債 27,704 33,346

その他 359,572 341,726

固定負債合計 1,822,727 1,863,652

負債合計 7,220,695 7,215,780

純資産の部

株主資本

資本金 870,500 870,500

資本剰余金 988,290 1,009,400

利益剰余金 13,061,343 13,806,751

自己株式 △280,362 △266,517

株主資本合計 14,639,770 15,420,134

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 270,127 532,827

その他の包括利益累計額合計 270,127 532,827

純資産合計 14,909,898 15,952,961

負債純資産合計 22,130,593 23,168,741
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

売上高 33,418,604 32,697,622

売上原価 23,188,078 22,179,382

売上総利益 10,230,525 10,518,240

販売費及び一般管理費 8,964,337 9,218,174

営業利益 1,266,188 1,300,066

営業外収益

受取利息 181 924

受取配当金 16,569 22,054

受取賃貸料 26,486 25,873

仕入割引 10,769 15,853

その他 56,564 58,472

営業外収益合計 110,572 123,178

営業外費用

支払利息 8,173 10,502

不動産賃貸費用 8,242 8,216

その他 3,362 3,508

営業外費用合計 19,777 22,227

経常利益 1,356,982 1,401,017

特別利益

固定資産売却益 18,389 89,314

投資有価証券売却益 － 2,580

投資有価証券清算益 16,536 －

特別利益合計 34,926 91,894

特別損失

固定資産除売却損 7,855 18,339

特別損失合計 7,855 18,339

税金等調整前当期純利益 1,384,053 1,474,573

法人税、住民税及び事業税 514,376 527,144

法人税等調整額 △19,051 △12,597

法人税等合計 495,324 514,547

当期純利益 888,729 960,026

（内訳）

親会社株主に帰属する当期純利益 888,729 960,026

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 61,152 262,699

その他の包括利益合計 61,152 262,699

包括利益 949,882 1,222,726

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 949,882 1,222,726

（２）連結損益及び包括利益計算書
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（単位：千円）

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 870,500 974,185 12,371,461 △290,842 13,925,304 208,974 208,974 14,134,279

当期変動額

剰余金の配当 △198,846 △198,846 △198,846

親会社株主に帰属する
当期純利益

888,729 888,729 888,729

自己株式の取得 △44 △44 △44

自己株式の処分 14,104 10,524 24,628 24,628

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

61,152 61,152 61,152

当期変動額合計 － 14,104 689,882 10,479 714,465 61,152 61,152 775,618

当期末残高 870,500 988,290 13,061,343 △280,362 14,639,770 270,127 270,127 14,909,898

（単位：千円）

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金

その他の
包括利益
累計額合計

当期首残高 870,500 988,290 13,061,343 △280,362 14,639,770 270,127 270,127 14,909,898

当期変動額

剰余金の配当 △214,618 △214,618 △214,618

親会社株主に帰属する
当期純利益

960,026 960,026 960,026

自己株式の取得 △16 △16 △16

自己株式の処分 21,110 13,861 34,972 34,972

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

262,699 262,699 262,699

当期変動額合計 21,110 745,408 13,845 780,363 262,699 262,699 1,043,063

当期末残高 870,500 1,009,400 13,806,751 △266,517 15,420,134 532,827 532,827 15,952,961

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

当連結会計年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2025年４月１日
　至　2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,384,053 1,474,573

減価償却費 1,200,249 1,429,271

のれん償却額 415,312 363,342

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18,200 △720

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,474 2,635

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,321 5,642

受取利息及び受取配当金 △16,751 △22,978

支払利息 8,173 10,502

有形固定資産除売却損益（△は益） △8,951 △70,975

投資有価証券売却損益（△は益） － △2,580

投資有価証券清算損益（△は益） △16,536 －

売上債権の増減額（△は増加） △431,076 236,371

棚卸資産の増減額（△は増加） △53,918 82,769

仕入債務の増減額（△は減少） △36,929 △252,040

その他 104,863 △49,492

小計 2,543,083 3,206,322

利息及び配当金の受取額 16,751 22,978

利息の支払額 △8,173 △10,502

法人税等の支払額 △530,461 △493,021

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,021,199 2,725,777

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △161,131 △208,662

定期預金の払戻による収入 129,922 179,688

有形固定資産の取得による支出 △1,353,978 △2,391,510

有形固定資産の売却による収入 24,366 216,874

無形固定資産の取得による支出 △322,406 △66,396

無形固定資産の売却による収入 1,582 －

資産除去債務の履行による支出 － △3,050

投資有価証券の取得による支出 △245 △298

投資有価証券の売却による収入 － 3,600

投資有価証券の清算による収入 16,553 －

貸付金の回収による収入 85 －

その他 △1,203 △2,786

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,666,454 △2,272,540

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,360,000 840,000

短期借入金の返済による支出 △1,360,000 △870,000

長期借入れによる収入 50,000 550,000

長期借入金の返済による支出 △580,356 △488,266

配当金の支払額 △198,346 △214,665

リース債務の返済による支出 △129,619 △155,430

自己株式の取得による支出 △44 △16

財務活動によるキャッシュ・フロー △858,366 △338,378

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △503,621 114,859

現金及び現金同等物の期首残高 3,611,059 3,107,437

現金及び現金同等物の期末残高 3,107,437 3,222,296

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　　　該当事項はありません。

前連結会計年度
（2025年３月31日）

当連結会計年度
（2026年3月31日）

受取手形 －千円 241千円

電子記録債権 －千円 1,341千円

電子記録債務 －千円 1,912千円

（連結貸借対照表に関する注記）

　　　　期末日満期手形等の会計処理については、手形交換日等をもって決済処理しております。

　　　　なお、当社の連結子会社である㈱キンキ酸器の決算日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形等

　　　が、期末残高に含まれております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)２

合計
リビング

事業
アクア
事業

医療・産業
ガス事業

計

売上高

ぽっぽガス 6,112,636 － － 6,112,636 － 6,112,636

エネルギー 14,250,997 － － 14,250,997 － 14,250,997

住宅設備機器 3,543,448 － － 3,543,448 － 3,543,448

アクア － 1,229,390 － 1,229,390 － 1,229,390

在宅医療 － － 3,952,036 3,952,036 － 3,952,036

医療ガス － － 1,799,353 1,799,353 － 1,799,353

産業ガス・機材 － － 2,393,304 2,393,304 － 2,393,304

顧客との契約から生じる収益 23,907,082 1,229,390 8,144,694 33,281,166 － 33,281,166

その他の収益　(注)３ 137,437 － － 137,437 － 137,437

外部顧客への売上高 24,044,519 1,229,390 8,144,694 33,418,604 － 33,418,604

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 24,044,519 1,229,390 8,144,694 33,418,604 － 33,418,604

セグメント利益 737,092 62,140 466,955 1,266,188 － 1,266,188

セグメント資産 7,439,688 2,724,703 5,112,160 15,276,553 6,854,040 22,130,593

その他の項目

減価償却費 512,296 44,736 643,215 1,200,249 － 1,200,249

のれんの償却額 262,546 2,000 150,765 415,312 － 415,312

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

583,863 52,023 1,284,452 1,920,339 － 1,920,339

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

１　報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

　当社グループは、本社に商品別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う商品についての包括的な戦略を立

案し、事業活動を展開しております。

　従って、当社グループは事業本部を基礎とした商品別セグメントから構成されており「リビング事業」、

「アクア事業」及び「医療・産業ガス事業」の３つを報告セグメントとしております。

　「リビング事業」は、プロパンガス、ブタンガス、住宅設備機器等の販売をしております。「アクア事業」

はミネラルウォーターの製造販売等をしております。「医療・産業ガス事業」は、在宅医療機器のレンタル、

保守管理及び医療・産業ガス、産業機材等の販売をしております。

２　報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報及び収益の分解情報

前連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

（注）１ セグメント利益の合計は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。

      ２ セグメント資産の調整額6,854,040千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社資

         産は、主に報告セグメントに帰属しない当社の余剰運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証

         券）であります。

      ３ 「報告セグメント」における「その他の収益」は、「物価高克服・経済再生実現のための総合経済政策」に

         基づき実施される「電気・ガス価格激変緩和対策事業」により、ＬＰガス料金の値引きの原資として受領す

         る補助金であります。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)２

合計
リビング

事業
アクア
事業

医療・産業
ガス事業

計

売上高

ぽっぽガス 5,763,382 － － 5,763,382 － 5,763,382

エネルギー 12,953,034 － － 12,953,034 － 12,953,034

住宅設備機器 3,522,433 － － 3,522,433 － 3,522,433

アクア － 1,253,860 － 1,253,860 － 1,253,860

在宅医療 － － 4,754,183 4,754,183 － 4,754,183

医療ガス － － 1,750,021 1,750,021 － 1,750,021

産業ガス・機材 － － 2,459,675 2,459,675 － 2,459,675

顧客との契約から生じる収益 22,238,850 1,253,860 8,963,881 32,456,592 － 32,456,592

その他の収益　(注)３ 241,030 － － 241,030 － 241,030

外部顧客への売上高 22,479,880 1,253,860 8,963,881 32,697,622 － 32,697,622

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 22,479,880 1,253,860 8,963,881 32,697,622 － 32,697,622

セグメント利益 775,639 51,406 473,021 1,300,066 － 1,300,066

セグメント資産 7,437,090 2,846,727 5,600,524 15,884,342 7,284,399 23,168,741

その他の項目

減価償却費 560,726 46,133 822,411 1,429,271 － 1,429,271

のれんの償却額 209,141 34 154,167 363,342 － 363,342

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

761,694 75,814 1,831,680 2,669,189 － 2,669,189

当連結会計年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

（注）１ セグメント利益の合計は、連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。

      ２ セグメント資産の調整額7,284,399千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社資

         産は、主に報告セグメントに帰属しない当社の余剰運用資金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証

         券）であります。

      ３ 「報告セグメント」における「その他の収益」は、「物価高克服・経済再生実現のための総合経済政策」に

         基づき実施される「電気・ガス価格激変緩和対策事業」により、ＬＰガス料金の値引きの原資として受領す

         る補助金であります。
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（１株当たり情報の注記）

１株当たり純資産額　　　　　　　　　　2,078円67銭

１株当たり当期純利益　　　　　　　　　　125円17銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

親会社株主に帰属する当期純利益　　　　　960,026千円

普通株主に帰属しない金額　　　　　　　　　　 －千円

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益　　　　　　　　　　　　　　　960,026千円

普通株式の期中平均株式数　　　　　　　7,669,783株

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。

４．その他

（１）役員の異動（2026年６月29日付予定）

①　代表者の異動

該当事項はありません。

②　その他の役員の異動

ａ．取締役（監査等委員である取締役を除く。）の昇格候補

　　氏名：越中　紳浩　　　新役職名：取締役常務執行役員在宅医療部長

　　　　　　　　　　　　　現職名　：取締役上席執行役員在宅医療部長

ｂ．新任取締役（監査等委員）候補

　　氏名：末永　京子　　　新役職名：社外取締役（監査等委員）

　　　　　　　　　　　　　現職名　：アーカス総合法律事務所　弁護士

ｃ．退任予定取締役（監査等委員）

　　氏名：松本　裕美　　　現職名　：社外取締役（監査等委員）

　　　　　　 なお、役員の異動につきましては、2026年４月23日に開示しております。
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